
熱
中
症
に
つ
い
て

周
囲
の
気
温
の
上
昇
や
過
度

の
運
動
に
よ
り
、
体
温
が
上

昇
し
て
発
生
す
る
健
康
障
害

の
こ
と

・
脱
水
症
が
起
こ
っ
た
り
電

解
質
【
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
カ
リ

ウ
ム
な
ど
】
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
た
り
す
る
こ
と
で
発
症

す
る

青
少
年
と
中
高
年
に
多
い

・
青
少
年
で
は
運
動
が
原
因

に
な
り
や
す
い

・
中
高
年
で
は
労
働
環
境
や

生
活
環
境
の
問
題
か
ら
起
こ

る
ケ
ー
ス
が
目
立
つ

・
女
性
よ
り
男
性
に
多
い

熱
中
症
は
大
き
く
４
つ
に
分

類
さ
れ
る

①
熱
失
神

め
ま
い
、
一
般
的
に
失
神
す

る
、
顔
面
が
真
っ
青
に
な
る

（
顔
面
蒼
白
）

②
熱
け
い
れ
ん

筋
肉
痛
、
手
足
が
つ
る
、
筋

肉
が
痙
攣
す
る

③
熱
疲
労

全
身
が
重
だ
る
い
（
倦
怠
感
）
、

頭
痛
、
寒
気
、
嘔
吐
、
集
中

力
や
判
断
力
が
低
下
す
る

④
熱
射
病

発
熱
、
意
識
障
害
（
呼
び
か

け
や
刺
激
に
対
し
て
反
応
が

鈍
い
）
、
言
動
が
不
自
然
、

ふ
ら
つ
く

熱
中
症
の
疑
い
が
あ
る
場
合

の
対
処
法
は

・
運
動
を
中
止
し
、
涼
し
い

と
こ
ろ
へ
移
動
す
る
。
（
風

通
し
の
良
い
日
陰
、
ク
ー
ラ
ー

の
き
い
て
い
る
室
内
で
安
静

に
過
ご
す
。
足
を
高
く
し
て

寝
か
せ
る
）

・
衣
服
を
ゆ
る
め
体
を
冷
や

す・
塩
分
を
含
ん
だ
水
分
の
摂

取
を
促
す
。
水
分
補
給
の
為

「
経
口
補
水
液
」
や
「
ス
ポ
ー

ツ
飲
料
に
食
塩
を
小
量
加
え

た
も
の
（
１
㍑
に
対
し
て
食

塩
小
さ
じ
１
／
2
程
度
）
」

を
摂
取
さ
せ
る

・
回
復
し
た
後
も
す
ぐ
に
運

動
は
再
開
し
な
い
、
さ
せ
な

い救
急
車
は
呼
ぶ
基
準

軽
い
熱
中
症
で
あ
れ
ば
「
冷

却
」
、
「
水
分
補
給
」
で
回

復
す
る
こ
と
が
多
い
為
、
左

記
の
場
合
は
要
請
す
る

・
「
冷
却
」
と
「
水
分
補
給
」

で
回
復
し
な
い
場
合

・
熱
射
病
の
症
状
が
出
て
い

る
場
合

・
救
急
車
の
到
着
を
待
つ
間

も
、
積
極
的
に
水
や
濡
れ
タ

オ
ル
な
ど
で
体
を
冷
や
す

熱
中
症
の
症
状
は
、
そ
の
重

さ
に
生
じ
て
3
種
類
に
分
け

ら
れ
る

Ⅰ
度
（
軽
度
）

・
め
ま
い

・
筋
肉
痛
、
筋
肉
の
硬
直

（
こ
む
ら
返
り
）

Ⅱ
度
（
中
等
度
）

・
頭
痛

・
気
分
の
不
快
（
吐
き
気
、

嘔
吐
）

・
全
身
の
だ
る
さ

Ⅲ
度
（
重
症
）

・
意
識
障
害

・
全
身
の
け
い
れ
ん

・
活
動
性
の
低
下

・
高
体
温

福
岡
県
で
は
、
が
ん
検
診

の
普
及
啓
発
・
受
診
推
奨
や

が
ん
の
治
療
と
仕
事
の
両
立

に
取
組
む
県
内
の
事
業
所
を

募
集
し
、
「
福
岡
県
働
く
世

代
が
ん
か
ら
守
る
が
ん
対
策

サ
ポ
ー
ト
事
業
」
と
し
て
、

大
切
な
宝
で
あ
る
従
業
員
を

が
ん
か
ら
守
る
取
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

が
ん
は
、
昭
和
五
十
二
年

以
降
、
福
岡
県
の
死
因
第
一

位
で
あ
り
、
一
年
間
に
約
一

万
五
千
人
の
県
民
が
が
ん
で

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
が
ん
医
療
の
進
歩

に
よ
り
、
日
本
の
全
が
ん
の

五
年
相
対
生
存
率
は
六
十
四

％
と
な
っ
て
お
り
、
社
会
で

活
躍
し
て
い
る
が
ん
患
者
・

経
験
者
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
が
ん
に
な
っ
て
も
自
分

ら
し
く
働
き
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
社
会
の
構
築
が
重
要

で
す
。

福
岡
県
初
の
が
ん
啓
発
イ
ベ
ン
ト

「
が
ん
啓
発
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開

催
し
ま
す
。
参
加
は
無
料
に
な
っ
て

い
ま
す
。
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熱
中
症
対
策
は
出
来
て
ま
す
か
？

熱
中
症
と
は
、
高
温
多
湿
な
環
境
に
長
時
間
い
る
こ
と
で
、
体
温
調
節
機
能
が

う
ま
く
働
か
な
く
な
り
、
体
内
に
熱
が
こ
も
っ
た
状
態
を
指
し
ま
す
。

野
外
だ
け
で
な
く
室
内
で
何
も
し
て
い
な
い
時
で
も
発
症
し
、
救
急
搬
送
さ
れ

た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

熱
中
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
体
調
の
変
化
に
気
を
付
け
る
と

と
も
に
、
周
囲
に
も
気
を
配
り
、
熱
中
症
に
よ
る
健
康
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

福
岡
県
で
は
、
健
康
寿
命
の
延

伸
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

県
民
一
人
ひ
と
り
が
地
域
の
中
で

健
や
か
で
心
豊
か
に
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
福
岡
県
を
目
指
し
、
様
々

な
分
野
の
関
係
団
体
が
一
体
と
な
っ

て
自
主
的
な
健
康
づ
く
り
を
「
ふ

く
お
か
健
康
づ
く
り
県
民
運
動
」

と
し
て
展
開
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
健
康
経
営
優
良
法
人

事
務
局
（
日
本
経
済
新
聞
社
）
か

ら
、
「
地
域
で
活
か
し
、
地
域
で

広
げ
る
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
セ
ミ
ナ
ー

ｉ
ｎ
福
岡
」
の
案
内
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日
時
◆
令
和
五
年
八
月
二
十
四
日

定
員
◆
一
一
〇
名

場
所
◆
西
鉄
イ
ン
福
岡

福
岡
市
中
央
区
渡
辺
通

四
の
七
の
一

福
岡
県
で
は
、
県
内
の
豊
か
な

食
材
を
み
ん
な
で
美
味
し
く
食
べ
、

食
と
食
を
支
え
る
農
林
水
産
業
へ

の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

「
い
た
だ
き
ま
す
！
福
岡
の
お
い

し
い
幸
せ
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
「
食
育
・
地
産
地
消
県
民
運
動
」

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
プ
ロ
の
料
理
人
、
野

菜
ソ
ム
リ
エ
や
栄
養
士
の
方
を
講

師
に
迎
え
、
食
育
・
地
産
地
消
講

座
（
全
４
回
）
を
実
施
し
ま
す
。

第
一
弾
は
、
親
子
を
対
象
と
し

た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ピ
ク
ル
ス
作
り

教
室
で
す
。
福
岡
県
産
野
菜
を
カ
ッ

テ
ィ
ン
グ
し
た
り
、
く
り
抜
い
た

り
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
か
わ
い

い
ピ
ク
ル
ス
を
作
り
ま
す
。

今
回
講
師
と
し
て
お
迎
え
す
る

の
は
（
一
社
）
日
本
野
菜
ソ
ム
リ

エ
協
会

野
菜
ソ
ム
リ
エ
上
級
プ

ロ
の
久
保
ゆ
り
か
氏
で
す
。

プ
ロ
の
先
生
か
ら
、
福
岡
県
産

食
材
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
に
つ
い
て

楽
し
く
学
び
な
が
ら
、
親
子
で
夏

休
み
の
思
い
出
を
作
り
ま
せ
ん
か
？

日
時
◆
Ｒ
五
年
八
月
二
十
一
日

場
所
◆
福
岡
県
庁
地
下
1
階

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ピ
ク
ル
ス
づ
く
り

福
岡
地
産
地
消
応
援
フ
ァ
ミ
リ
ー

～
チ
ェ
リ
ッ
シ
ュ

ワ
ン

ラ
イ
フ
～

（
ひ
と
つ
の
命
を
大
切
に
）

ふ
く
お
か
健
康
づ
く
り
団
体
・
事
業
所

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
！
セ
ミ
ナ
ー

が
ん
啓
発
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

早期発見・早期治療が大切です

適
度
な
休
憩

緊
急
時
の
対
応

水
分
・
塩
分

Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ

体
調
管
理

職場における熱中症による死傷者数



自
ら
の
安
全
は
自
ら
で
守
る
、
地

域
の
安
全
は
地
域
で
守
る
と
い
う
意

識
を
基
本
と
し
て
、
県
民
、
事
業
者

及
び
こ
れ
ら
の
者
が
組
織
す
る
団
体

が
、
犯
罪
の
防
止
そ
の
他
の
安
全
・

安
心
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め

の
活
動
に
自
主
的
に
取
組
む
こ
と
を

通
じ
、
互
い
に
支
え
合
う
良
好
な
地

域
社
会
の
形
成
が
図
ら
れ
る
こ
と
及

び
犯
罪
の
防
止
に
配
慮
し
た
環
境
の

整
備
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
推

進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
安
全
・

安
心
ま
ち
づ
く
り
は
、
県
、
市
町
村

及
び
県
民
等
が
、
相
互
に
連
携
し
、

及
び
協
力
し
て
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
一
条
～
第
二
十
三
条
ま
で
あ
る

が
今
回
は
五
項
目
紹
介
し
ま
す
。

◆
暴
力
団
排
除
活
動
の
推
進

県
は
、
暴
力
団
（
暴
力
団
員
に
よ

る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る

法
律
）
の
構
成
員
に
よ
る
不
当
な
行

為
の
防
止
を
目
的
と
す
る
団
体
と
連

携
し
、
県
民
等
が
暴
力
団
排
除
の
意

識
を
持
ち
、
暴
力
団
排
除
活
動
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
施

策
そ
の
他
の
暴
力
団
の
排
除
に
関
す

る
施
策
を
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。

◆
学
校
等
に
お
け
る
安
全
の
確
保

知
事
、
教
育
委
員
会
及
び
公
安
委

員
会
は
、
共
同
し
て
、
学
校
（
大
学

を
除
く
）
に
お
け
る
幼
児
、
児
童
、

生
徒
の
安
全
確
保
の
た
め
の
指
針
を

定
め
る
も
の
と
す
る
。

学
校
等
を
設
置
し
、
又
は
管
理

す
る
者
は
、
前
項
の
指
針
に
基
づ
く

措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と

す
る
。

◆
学
校
等
に
お
け
る
安
全
対
策
の

推
進
体
勢
の
整
備

学
校
等
の
管
理
者
は
、
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
所
在
す

る
地
域
を
管
轄
す
る
警
察
署
そ
の
他

の
関
係
機
関
の
職
員
、
児
童
等
の
保

護
者
及
び
地
域
に
お
け
る
犯
罪
を
防

止
す
る
為
の
活
動
を
行
う
県
民
等
の

参
加
を
求
め
て
、
当
該
学
校
等
及
び

通
学
路
等
に
お
け
る
安
全
対
策
を
推

進
す
る
た
め
の
体
勢
を
整
備
す
る
も

の
と
す
る
。

◆
犯
罪
の
防
止
に
配
慮
し
た
道
路

等
の
普
及

県
は
、
犯
罪
の
防
止
に
配
慮
し
た

構
造
、
設
備
等
を
有
す
る
道
路
、
公

園
、
自
動
車
駐
車
場
及
び
自
転
車
駐

車
場
の
普
及
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

知
事
及
び
公
安
委
員
会
は
、
共
同

し
て
、
犯
罪
の
防
止
に
配
慮
し
た
道

路
等
の
構
造
、
設
備
等
に
関
す
る
指

針
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

道
路
等
を
設
置
し
、
又
は
管
理

す
る
者
は
、
前
項
の
指
針
に
基
づ
く

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る

も
の
と
す
る
。

◆
犯
罪
の
防
止
に
配
慮
し
た
住

宅
の
普
及

県
は
、
犯
罪
の
防
止
に
配
慮
し
た

構
造
、
設
備
等
を
有
す
る
住
宅
の

普
及
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

知
事
及
び
公
安
委
員
会
は
、
共
同

し
て
、
犯
罪
の
防
止
に
配
慮
し
た
住

宅
の
構
造
、
設
備
等
に
関
す
る
指
針

を
定
め
る
も
の
と
す
る

住
宅
を
建
築
し
よ
う
と
す
る
者
及

び
当
該
住
宅
の
設
計
者
は
、
前
項
の

指
針
に
基
づ
く
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

県
は
、
住
宅
を
所
有
し
、
又
は
管

理
す
る
者
及
び
住
宅
の
居
住
者
に
対

し
、
住
宅
の
防
犯
性
の
向
上
の
た
め

に
必
要
な
情
報
の
提
供
、
助
言
そ
の

他
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

◆
犯
罪
の
防
止
に
配
慮
し
た
自
動

販
売
機
の
普
及

自
動
販
売
機
の
販
売
を
業
と
す
る

者
は
、
犯
罪
に
よ
る
被
害
を
防
止
す

る
為
、
自
動
販
売
機
を
設
置
し
、
又

は
管
理
す
る
者
に
対
し
、
日
常
の
管

理
方
法
及
び
盗
難
を
防
止
す
る
た
め

の
装
置
に
関
す
る
情
報
の
提
供
に
務

め
る
も
の
と
す
る
。

福
岡
県
で
は
、
「
な
が
ら
防
犯
」
に

取
組
む
企
業
・
団
体
に
よ
る
「
み
ん

な
で
防
犯
応
援
隊
運
動
」
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

犯
罪
を
抑
止
す
る
た
め
の
自
主
的

な
「
な
が
ら

防
犯
」
活
動

を
し
、
安
全
・

安
心
ま
ち
づ

く
り
に
貢
献

で
き
る
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ

う
。
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こ
の
条
例
は
、
県
民
が
生
命
、
身
体
又
は
財
産
に
対
し
て
危
害
を
受
け
る
不
安
を
覚
え
る
こ
と
な
く
、
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
関
し
て
基
本
理
念
を
定
め
、
県
、
県
民
及
び
事
業
者
の
役

割
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
県
の
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
・
安
心
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
、
も
っ
て
安
全
で
安
心
な
県
民
生
活
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
世
界
各
地
で

人
類
が
こ
れ
ま
で
に
経

験
し
た
こ
と
が
な
い
異

常
気
象
に
よ
る
災
害
が

発
生
し
、
福
岡
県
に
お

い
て
も
地
球
温
暖
化
が

原
因
の
一
つ
と
思
わ
れ

る
大
雨
に
よ
る
災
害
が

5
年
連
続
で
発
生
し
て

い
ま
す
。
地
球
温
暖
化

は
、
気
象
災
害
だ
け
で

な
く
熱
中
症
の
増
加
、

農
作
物
の
品
質
低
下
、

動
植
物
の
生
態
系
の
変

化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
影
響
を
も
た
ら

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
球
温
暖
化
に
よ
る
気

候
変
動
な
ど
に
よ
っ
て

動
物
と
人
の
関
係
が
変

化
す
る
こ
と
で
、
新
た

な
人
獣
共
通
感
染
症
が

発
生
す
る
恐
れ
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
ワ
ン
ヘ
ル

ス
の
観
点
か
ら
も
地
球

温
暖
化
対
策
は
重
要
な

課
題
で
す
。

福
岡
県
で
は
、
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
を
全

体
と
し
て
ゼ
ロ
に
す
る

事
を
目
指
す
都
市
、
脱

炭
素
社
会
の
実
現
に
受

け
て
動
き
始
め
ま
し
た
。

節
電
や
暮
ら
し
か
ら

出
る
廃
棄
物
の
適
正
処

理
や
有
効
活
用
を
し
、

地
域
で
循
環
し
て
い
く

社
会
に
す
る
為
に
ま
ず

は
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

初
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

エ
コ
事
業
所
通
信

～
地
球
温
暖
化
の
影
響
～

～自主的な「ながら防犯」で地域の犯罪抑止～

【上毛町】
そば打ち・ゆず収穫・ゆず胡椒づくり体験
上毛町は、豊かな自然に囲まれており、棚田の稲穂が風にそよぐ美しい風景
が魅力です。
また、体験場所の「ゆいきらら」は、旧西友枝小学校の校舎を活用した施設
で、ノスタルジックな雰囲気の中、体験を楽しむことができます。
午前中はそば打ちを体験。自分で打ったそばと上毛町のきれいな水で育った
新米おむすび、野菜の天ぷらを昼食でいただきます。
午後からは、ゆずの収穫、ゆず胡椒づくりです。皮をむいたゆずの実とゆず
胡椒は持ち帰りできます。
日 時◆令和5年9月3日(日)8：30～16：00(予定)
場 所◆ゆいきらら(築上郡上毛町大字西友枝)

※バスツアー(ＪＲ小倉駅発着のみ)、現地集合
内 容◆そば打ち、ゆず収穫、ゆず胡椒づくり

※そばアレルギーのある方は参加をご遠慮ください。

対 象◆ふくおか地産地消応援ファミリー50名程度
体験料◆大人2，500円、小学生以下2，000円(3歳未満無料)
【朝倉町】
栗ひろい体験と竹めし炊飯体験
今回、ご案内する体験ツアーは2017年7月の九州北部豪雨により莫大な被害
を受け、災害から復旧・復興を目指し、ほ場整備が進んでいる朝倉市黒川地
区での体験となります。
まずは、朝倉市の直売所「三連水車の里あさくら」で新鮮な農産物のお買

い物をお楽しみください。その後、高木ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰで竹めしの準備を行いま
す。ふっくらみずみずしい部分のお米とｶﾘｶﾘしたおこげと両方味わうことが
出来る竹めしは、普段ご家庭の炊飯器で炊くお米とまた一味違う美味しさが
あります。生産者が地元の食材をたっぷり使用して作った料理と一緒に楽し
みましょう。
また、竹めしを焚いている間に近くの栗園で栗拾いを行います。拾った栗

は家ですぐに料理に使えるようにその場で剥き持ち帰ることができす。食欲
の秋の代表食材である栗、是非たくさん拾ってお家でお楽しみください。
日 時◆令和5年9月10日
場 所◆朝倉市黒川地区・高木ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ ※ﾊﾞｽﾂｱｰ(博多駅発着のみ)
内 容◆栗ひろい体験、竹めし炊飯体験

対 象◆ふくおか地産地消応援ファミリー30名程度
体験料◆大人3，000円、小学生以下2，500円(3歳未満無料)
ご希望の方は、本社までご連絡下さい。会社にて手続き・費用負担します♪

ふくおか農林漁業体験ツアー参加者募集！

「
福
岡
県
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

体験ツアーをご案内地域の特色を活かした体験内容です♪

☆指定入札進捗情報☆
～八幡西区北部地区・環境下水道維持修繕工事～

新しく仲間が増えました♪

R5.6.12～6.19

北九州市八幡西区樋口町 他5件

R5.6.14～6.20

〃 洞海ﾋﾞｵﾊﾟｰｸ 他5件

R5.6.19～6.23

〃 幸神三丁目 他4件

R5.6.22～6.28

〃 折尾二丁目 他4件

R5.7. 4～7.10

〃 南王子町 他7件

R5.7. 6～7.12

〃 鷹見台一丁目 他5件

R5.7. 7～7.13

〃 筒井町 他7件

R5.7.13～7.19

〃 松寿山二丁目 他6件

R5.7.17～7.25

〃 浅川日の峯一丁目他7件

名 前

生 年 月 日

部 署

好きな 食べ物

好きな 芸能人

好きな 言 葉

趣 味

F．M

S47.7.29 51歳

営業部(安全担当)
焼き肉

中森明菜

諦めたらそこで終了

ゴルフ
皆さんへ一言

はじめまして、F.Mと申します。

前職はゴルフ場一筋で、32年務めていま
した。今回建設業は初め

ての事で全く分かりませ

んが、少しでも戦力にな

るように努めて参ります

ので、皆様のご指導よろ

しくお願い申し上げます。

よろしくお願い致します。

セイワｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ

頑張る♪(笑)

☆入札情報☆
～北九州地区～

工事名 大膳16号線道路改築工事(5-1)
工 期
担 当

R5.6.30～R5.11.30
Aさん

編集部より

毎日暑い日が続いてますね。体調管理

は万全ですか？水分・塩分補給を充分

におこなって、このうだるような暑さ

に打ち勝ちましょう！！

お知らせ

現在のHP(ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ)をﾘﾆｭｱｰﾙに伴い、
柴山さん、三好さんの現場へ

次回(秋号)新聞掲載予定に伴い、
小田さん、久冨さんの現場へ

インタビューに伺う予定にしております。

内容としては、インタビューの質問が

5つ。その後、現場での皆さんの
生き生き・ハツラツとした姿を撮影

予定です。

お忙しいとは、思いますがご協力お願い

します。


